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血小板からの Serotonin遊離機序に関する薬理学的研究
(主 査)
論文調査 委員 教 授 高 木 博 司 教 授 山 科 郁 男 教 授 宇 野 豊 三
論 文 内 容 の 要 旨
グラム陰性細菌の菌体成分であるリポ多糖 (以下LPS)が強力な発熱作用を有することは従来から知ら














3.血栄5HT遊離因子を, クエン酸ナトリウム処理ウサギ血衆よりBa吸着, 硫安塩折, SephadexG-
150ゲルロカ, DEAE- セルロ- スクロマトグラフィを組み合わせることにより, 原血潔の約300倍 (収率
25.9%)まで 精製し本因子が, 酸性タンパクであることを明らかにした｡ さらに, 本因子のTAMe水解
活性は, Caイオンの存在下で増強 されることを認めた｡ また本因子のcloting活性はCaイオンの存在下
でのみ発現すること, この活性は Heparinにより抑制され,LPSはHeparinの抑制作用に括抗しないこ




板の形態を, 電子顕微鏡により観察したところ densebody頼粒 (5HT貯蔵頼粒),α一類粒の一部消失が




その表面は生理的pHで陰性に荷電 しており, それは, Sialicacidのカルボキシル基とおそらか( リン脂
質のリン酸基の関与によるものが大きいと推定した｡
6.諸種5HT遊離薬物を処理し, 血小板の電気泳動度を調べたところ, Reserpine,Imipramine,Tyra一
mineは電気泳動度に影響を与えず, Chlorpromazine,LPS, 血凍5HT遊離因子,thrombinは, 有意に
泳動度を低下させることを認めた｡ これらの実験成績と, 電子顕微鏡に よる形態学的所見を あわせて考
えると, Chlorpromazine, LPS,血凍5HT遊離調子および thrombinの5HT遊離作用には, これら薬
物の血小板膜表面との相互作用が関与していることが推定された｡









約300倍まで精製し, それが Prothrombin様の酸性 タンパクであること, 本因子はCaイオンの存在下で






互作用について研究し, 前記の血凍因子 (活性型),thrombinおよび Chlorpromazineなどは血小板表
面と相互作用をもつことがこれら薬物の Serotonin遊離作用発現に重要な役割をもつことを指摘した｡
本論文はリポ多糖の血小板 Serotonin遊離機序について薬理学的に重要な新知見を加えたものであり,
薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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